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はじめに
　倫理研究会では平成 23年 1月 11日（火）に平成
22年度第 5回定例会を北開工営㈱会議室で、平成
23年 2月 14 日（月）に平成 22年度第 6回定例会
をドーコン会議室で、および平成 23年 4月 18日
に平成 23年度第 1回定例会を寒地土木研究所会議
室において開催しましたので報告します。

■平成 22年度第 5回定例会
　第 5回定例会では、佐崎幹事より前回の定例会
より引き続き、平成 22年度事例研究その 2の再解
説がありました。事例内容は、前号 123 号で報告
していますので、ここでは省略します。これに対し
て、各委員からは以下の意見が出されました。
・�企業倫理は、そこに勤めている人の倫理なのでは
ないか。

・�前提条件として、正しい会社（会社のレベル）であ
ることを示すべきでは。

・�使用者が企業に対して誠実に行動する。『誠実』っ
て何？　また、どのように捉えるか。『誠実』の定
義付けが必要では。

・�企業が倫理違反しているのに、社員が上司の命令
に従わないのが倫理違反だとするのがおかしいの
では。

・�前提条件についてもっと解説すべきではないか。
全体の流れは良いので、条件を補足する PPT を
1枚追加すれば良い。条件付けをきちっとする。

　これらの意見を受けて、再度検討することになり
ました。本事例は、本年（平成 23 年）5 月 31 日
開催の第 2回技術者倫理フォーラム「公衆から信頼
される技術者になろう」で報告するものです。

平成 22年度第 5回、第 6回定例会および平成 23年度第 1回定例会　活動報告

活動レポート 倫理研究会
文責：倫理研究会幹事　日下部祐基

第5回定例会で事例紹介する佐崎幹事（左奥）

第6回定例会でミニ講演する菊地委員

ミニ講演後の討論会
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■平成 22年度第 6回定例会
　第 6回定例会では、佐崎幹事による事例研修そ
の 2の最終報告および菊地委員によるミニ講演会
がおこなわれました。
1）事例研究その 2に関する報告（最終）（佐崎幹事）
　第 5回定例会で各委員からの指摘事項に対して、
修正内容を記載した『PPT 資料』ならびに『修正箇所
の要点』の資料を用いて説明されました。

2）�ミニ講演会〜一人のコンサルタンツ技術者の歩
みと倫理に関する課題ほか〜（菊地委員）

　講演の概要は、菊地委員の経歴とそれに関連する
コンサルティング・エンジニアとしての自覚から自
己実現、さらには直面した倫理課題とその対応につ
いての解説でした。以下、菊地委員の講演内容をベー
スにした各委員からの意見・討論内容を紹介しま
す。
・�企業倫理の根底
　→企業人の常識によるところが大きい。
・�（北海道での）自己実現について
　→農業・エネルギー・観光だけではないのでは。
　→（北海道には）オピニオンリーダーがいない。
　→�北海道から情報発信していない。（北海道開発
局から発信しているとの意見あり）

・�人口問題
　→人がいないところには元気がない、勢いがない。
・�倫理は高尚なものだと思った
　→�実際の仕事に対しては業務の責任の自由度を拡
げるものでは。

・�良心的な仕事とは？　自分の身（時間）を相当、会
社へ捧げてきた

　→振り返ってみると果たしてそれで良かったか。
　→�組織の負担を減らして、家族のために使うべき
ではなかったのではないか？

　最終的には、社員一人一人どのような人生を歩め
ば良いかをよく考えるべき、あるいは専門以外の知
識は全く見えない生き方ではダメなのでは、という
ような意見が出され、大変盛り上がった討論会にな
りました。

■平成 23年度第 1回定例会
　平成 23 年度第 1回定例会では、第 2回技術者
倫理フォーラムの役割分担、研究会の今後の進め方、
および花田代表より事例研究の紹介がありました。
1）�第 2 回技術者倫理フォーラム　役割分担につい
て

　第 2回技術者倫理フォーラムにおける各委員の
役割分担を説明し、承知されました。

2）�研究会の進め方（技術者倫理の考え方の学習・テ
キスト＆事例研究の継続と方向性について）

　平成 23年度は能登顧問が作成した『土木技術者
の倫理』をテキストとして、昨年度に引き続き事例
研究を中心に技術者倫理の考え方を学習することが
提案され了承されました。
　★　今後の進め方　★
　『土木技術者の倫理』は 10 章で構成されている
が、これを 7分割し、幹事と会員がペアになって
事例研究資料を作成し定例会で議論することとしま
した。

3）事例研究　〜組織内技術者の悩み〜
　花田代表より、『土木技術者の倫理』の第9章を「組
織内技術者の悩み」という形に解釈し、主に組織に
おける技術者と経営者との関係、双方の「決定方法
の仕方」やその解釈が著しく異なった場合に生じる
問題、技術者が取るべき行動、組織に生じる不具合
などについて講義がありました。

　次回は、平成 23年 6月 13日に花田代表が所属
する中大実業㈱会議室で開催することを確認して閉
会しました。


